
ご　　通　　知

　刑法学会第 80 回大会を南山大学名古屋キャンパス（名古屋市昭和区）において

下記の通り開催いたしますので、ご参加下さい。

2002年 4月３日

日 本 刑 法 学 会

【第 1日】5月 18日（土）

総　　会（ 9：30～ 9：50）　Ｇ30教室

研究報告（ 9：50～12：20）　Ｇ30教室

「有効な弁護を受ける権利と刑事弁護制度」　　福島大学　　　岡 田　悦 典　氏

「詐欺罪における財産的損害―その要否と限界」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 東洋大学　　　伊 藤　　渉 　氏

「日本型陪審裁判採用の提案」　　　　　　　　熊本大学　　　篠 倉　  満 　氏

昼　　食（12：20～13：20）　Ｇ25、Ｇ26教室

共同研究（13：20～17：20）

分科会 1 「薬害と過失」　　　Ｇ30教室

　　　　　　　　　　　　　　　　（司会）　  上智大学　　　林 　　幹 人　氏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  慶應義塾大学　井 田　  良 　氏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  岡山大学　  　大 塚　裕 史　氏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京都大学　　　塩 見　  淳 　氏

分科会 2 「刑事手続改革の課題と展望」　　Ｇ28教室

　　　　　　　　　　　　　　　　　（司会）　早稲田大学　　田 口　守 一　氏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京地裁判事　大 谷　直 人　氏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最高検検事　　中 井　憲 治　氏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　弁 護 士　　　浦       功 　氏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北海道大学　　白 取　祐 司　氏



分科会 3「刑事司法と精神医療」　　Ｇ27教室

　　　　　　　　　　　　　　　　　（司会）　同志社大学　　瀬 川　  晃 　氏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京都立大学　前 田　雅 英　氏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京都学園大学　川 本　哲 郎　氏

                                            大阪市立大学　浅 田  和 茂  氏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　筑波大学　　　中 谷　陽 二　氏

懇 親 会（17：30～19：00）　大学会館第１食堂

【第 2日】5月 19日（日）

研究報告（ 9：30～12：00）　Ｇ30教室

「中止犯論―減免政策の構造とその理解に基づく要件解釈」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北海道大学　　和 田　俊 憲　氏

「いわゆる結果回避可能性について」　　　　　千葉大学　　　小 林 憲太郎　氏

「児童虐待の現況と刑事法的介入」　　　　　　清和大学　　　林 　　弘 正　氏

昼　　食（12：00～12：50）　　Ｇ25、Ｇ26教室

総　　会（12：50～13：20）　　Ｇ30教室

講　　演（13：20～14：20）　　Ｇ30教室

「中国新刑法（1997年）成立後の発展と回顧」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中国政法大学　 何　秉 松　教授



ワークショップ（14：30～17：30）　　Ｇ棟・Ｈ棟教室

1．犯罪論における結果の意義　　　　　　　　　早稲田大学　　松 原　芳 博　氏

2．刑事立法過程　　　　　　　　　　　　　　　三重短期大学　佐々木 光 明　氏

3．国際刑事法と反人道的行為の処罰　　　　　　中京大学　　　愛 知　正 博　氏

4．行政刑法解釈と罪刑法定主義　　　　　　　　愛知大学　　　萩 原　  滋 　氏

5．生命操作と刑事規制　　　　　　　　　　　　明治学院大学　城 下　裕 二　氏

6．被害者と刑事手続　　　　　　　　　　　　　愛知学院大学　水 谷　規 男　氏

7．刑事司法と取引―被疑者・被告人の人権保障と自己決定論

  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　龍谷大学　　　福 島　  至 　氏

8．少年司法と修復的司法　　　　　　　　　　　立命館大学　　葛 野　尋 之　氏

9．人権の国際化と被収容者の人権　　　　　　　龍谷大学　　　石 塚　伸 一　氏

10．ジェンダーと刑事法 　　　　　　　　　　　獨協大学　　　安 部　哲 夫　氏



◇出欠のご返事は、4 月 19 日（金）までに、同封の「出欠返信用葉書」をご投函下

さい。

◇会場の場所・交通については、同封の「南山大学案内図」および「会場案内図」を

ご参照下さい。

◇大会についてのお問い合せは、南山大学名古屋キャンパス（〒466-8673 名古屋市

昭和区山里町 18 番地 ℡ 052-832-3111）の上口研究室（内線 831）または丸山研

究室（内線 849）へお願いします。

◇大会当日の緊急連絡は、℡ 052-832-3110（内線）712 (*) へお願いします。

ただし、大会参加者の呼び出しには応じかねますので、ご了承下さい。

(*)まず052-832-3110をかけ、アナウンスに従って「プッシュ信号」（電話機種により「＊」

か「＃」のいずれか）を押した後、内線712をおかけください。

◇宿泊については、名古屋市内にホテル・旅館・公共宿泊施設等多数ございますので、

各自でご手配下さいますようお願いします。

◇昼食は、両日とも弁当（1,000 円）を用意します。ご希望の方は「出欠返信用葉書」

にてご予約下さい。なお、会場近くには飲食店がほとんどありませんのでご留意下

さい。

◇懇親会を第 1 日目（5 月 18 日）の午後 5 時 30 分から、大学会館第 1 食堂で行い

ます。会費は 3,000 円です。「出欠返信用葉書」でご予約のうえ、会場受付でお申

し込み下さい。

◇報告者、オーガナイザーの方々より寄せられたレジュメ集を同封します。大会当日

にご持参下さい。

◇会費未納の方は、同封の振込用紙で納入されるか、大会当日、会場受付でお支払い

下さい。年会費は 6,000円（大学院生は 4,000 円）です。

◇当日の受付は、午前 8 時 30 分から G棟 G28教室前ロビー（総会会場 G30 教室の

道路を挟んだ向かい側）にて開始する予定です。第 1 日目（5 月 18 日）朝の受付

は混雑が予想されますので、お早めに手続をお済ませ下さい。


